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１．はじめに�

　私は大学卒業後，個人営業や札幌市の臨時職員などを経
て，造園会社（実質的には植木屋）に８年勤め，その後，
建設コンサルタントに転職している。植木屋時代には，当
初個人庭園の造成や管理がメインだったが，徐々に公共造
園の造成や管理に手を広げていき，様々な現場を見る機会
が増えていった。
　その中で気になったのが，樹木が過密に植えられている
ことが多く，樹種の選定にも一貫性がないため，せっかく
の植栽が本来の効果を発揮できていないことであった。ま
た建物の外構植栽では，建築家の好みなのか，ツツジなど
の低木の植えつぶしがやたらと多く，多雪地である札幌で
は冬囲いに莫大な手間や費用がかかってしまい，施主から
散々嫌みを言われたこともある。
　確かに造園の技術者でも植栽は苦手だという人は多く，
まして建築家や土木技術者など門外漢にも，分かりやすく
樹木の植栽ができる方法があれば，大いに役立つだろうと
思っていた。

２．樹種の区分の必要性�

　その後，建設コンサルタントに転職して緑関係の部署を
立ち上げ，道路や河川，港湾などの土木環境での緑づくり
や，都市内の公園や街路樹の新植や維持管理計画の作成な
どの仕事をやる機会が増えていった。植木屋時代に考えて
いた，分かりやすい植栽計画について，まとめなければと
思っていたところに，道内の緑化樹生産を担っている団体
から執筆依頼があり，会報に「公共スペースの緑化」1）と
いう一文を寄稿している。
　そこでは，ある程度の広さのある公共スペースには，永
続性のある樹種によって厚みのある樹林を育成し，生態的
にも多様な緑を育成すべきであると提言しているが，その
際に，植栽に使われている樹木を次の３つに類型化するこ
とを提案した。
・基調樹種：長く生き続けて，地域の緑の骨格を形成する
　　　　　　樹種
・添景樹種：花や実や紅葉など，鑑賞価値に優れた樹種

・早生樹種：厳しい環境下でも生育でき，成長の早い樹種

　これまでの植栽は，巨木になるハルニレやトチノキなど
と，サクラ類やナナカマド，ヤマモミジなどが同じ高木と
して扱われて植栽されていたために，植栽後，年数が経つ
につれてバランスが取れなくなってしまう。また当時はで
きるだけ早く緑空間が形成されるよう，狭い公園などに成
長の早いポプラ類やシンジュ等が多用されたために，住宅
地内の公園では苦情の原因になってしまう例が多発してい
た。
　こうした問題を回避するために，緑化樹木を三つの区分
に分ける必要があることや，冬前後のグレーシーズンやホ
ワイトシーズンにも植栽の効果が発揮されるよう，常緑針
葉樹の効果的な使用が不可欠であること，雪害の回避のた
めに，多額の費用が必要となる低木類の使用を極力避け，
冬囲いの不要なグラウンドカバープランツの使用を進める
ことなどを提案している。
　内容的には画期的なものだと自負していたが，配付され
る対象が業界の一部に限られていたことから，何の反響も
なくそのまま眠ってしまった。

３．札幌市の公園で起きていたこと�

　札幌市では，60～70 年代にかけて爆発的に人口が増加し，
郊外に住宅地が急速に拡大している。この時期には公園整
備百ヶ所作戦として毎年たくさんの公園が建設されたが，
狭い空間に樹木が無秩序に植えられたり，成長の早い樹種
を多用したため，時間が経つにつれて問題が出てくること
が多くなった。
　造成後，年数の経った公園に対する再整備事業が全市的
に進められてきているが，2004 年にある公園での再整備
工事にあたり，地元から苦情の多い樹木をまとめて伐採し
たところ，緑を大切にする時代なのに安易な伐採だと大き
な問題になってしまった。再整備に当たって，既存樹木の
扱いについての基本的な考え方が整理されていなかったこ
とが最大の原因である。
　そこで樹木の取り扱いの基本的な方針 2）を示すと共に，
技術的な課題を整理・解決をするために，2005～06 年に
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かけてみどりの推進部内に外部有識者による「樹木検討委
員会」が設置された。私はその委員長として，２ヶ年で
17ヶ所の公園の再整備工事の現場を確認し，「身近な公園
における樹木の取扱い指針」3）と「市街地に設置する公園
における植栽設計指針」4）のとりまとめに関わる機会を得た。

４．緑化樹木の区分�

　字数が限られているため，「市街地に設置する公園にお
ける植栽設計指針」の中の緑化樹木の区分についてのみ紹
介するが，植栽設計の中で最も基本になるのが，樹種の選
定という作業である。７年前に寄稿した「公共スペースの
緑化」の中で，私案として作っていた緑化樹木の区分の表
をたたき台として検討を進め，市の職員からの要望を入れ
ながら作ったのがこの表（表－１）である。
　ここでは針葉樹と広葉樹を三つの樹種特性（基調樹種・
添景樹種・早生樹種）によって分け，それをさらに（北海
道の）在来種と（道外からの）移入種・外来種に分けてい
る。植栽密度を考える場合には，樹冠の大きさが問題にな
ることからその大きさを追記した。さらにはお奨め度につ
いても，職員たちと相談の上記入することにした。
　植栽設計指針は 16 ページあり，詳細はそれぞれの項目

を読みこなす必要はあるが，この表があれば植栽の骨格を
決めることができよう。植栽は 10 年 20 年が経過して初め
てその効果が発揮されるものであるから，この様な現場か
らフィードバックした情報によって，適切な樹種の選定や
配植が実現できることを目指したものである。
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表－１　公園で使用する緑化樹木（中高木性）の区分

「市街地に設置する公園における植栽設計指針」　平成 31 年 3 月 26 日 建設局長決裁 より




